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(57)【要約】
【課題】目視で観察が可能で、視る角度によって異なる
複数の画像情報や、立体画像として認知できるような画
像情報や、文字、数字、絵柄などの情報を簡便に記録す
ることができる情報記録体を提供する。また、前記の情
報を、情報記録体に記録する情報記録方法を提供する。
【解決手段】少なくとも、特定の強度以上の光の照射で
、発色するか、または色が変化する発色層と、レンズ集
合体層とを有し、該レンズ集合体層が、集光作用を有す
るレンズ機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙
がないように配置して成り、さらに、前記発色層を、前
記レンズ集合体層に対して入射した光の集光される側に
配置して成ることを特徴とする情報記録体を提供する。
また、前記情報記録体へ特定の角度からの光の照射で情
報を記録し、該特定の角度からのみ観察が可能な情報記
録方法を提供する。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、特定の強度以上の光の照射で、発色するか、または色が変化する発色層と
、レンズ集合体層とを有する情報記録体であって、該レンズ集合体層が、集光作用を有す
るレンズ機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないように配置して成り、さら
に、前記発色層を、前記レンズ集合体層に対して入射した光の集光される側に配置して成
ることを特徴とする情報記録体。
【請求項２】
　情報記録体であって、前記レンズ集合体層のレンズ焦点位置が、前記発色層の位置とな
るようにするための焦点距離調整層を有し、該焦点距離調整層が、前記発色層と前記レン
ズ集合体層との間に配置されることを特徴とする請求項１に記載の情報記録体。
【請求項３】
　情報記録体であって、前記レンズ集合体層および焦点距離調整層の少なくともいずれか
一方が任意のパターン状に部分的に配置されていることを特徴とする請求項1または２に
記載の情報記録体。
【請求項４】
　情報記録体であって、少なくともレンズ集合体層が配置され、次に焦点距離調整層が配
置され、次に発色層が配置され、該焦点距離調整層と該発色層の少なくも一部に、レリー
フ型回折素子の機能を有するレリーフ型回折構造部が形成され、さらに該発色層の該レリ
ーフ型回折構造部が形成された部分を含む面の少なくとも一部に反射層が配置される事を
特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の情報記録体。
【請求項５】
　情報記録体であって、少なくともレンズ集合体層が配置され、さらに少なくとも発色層
が配置され、次に、レリーフ型回折素子の機能を有するレリーフ型回折構造層が配置され
、該レリーフ型回折構造層の配置された面の少なくも一部分に反射層が配置される事を特
徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の情報記録体。
【請求項６】
　情報記録体であって、前記レンズ集合体層の光の照射される側の反対側の面の下に配置
されるいずれかの層として体積ホログラム層が配置されている事を特徴とする請求項１～
５のいずれか１項に記載の情報記録体。
【請求項７】
　前記発色層において、前記光が照射される前の前記発色層の光の透過率が５０%以上で
あり、該光の波長が３６０nmから８３０nmの範囲であることを特徴とする請求項１～６の
いずれか１項に記載の情報記録体。
【請求項８】
　請求項１に記載の光がレーザー光であることを特徴とする請求項１～７に記載の情報記
録体。
【請求項９】
　前記レンズ集合体層の集光効果により集光した光によって、前記発色層を発色させる事
を特徴とする請求項1～８のいずれか１項に記載の情報記録体への情報記録方法であって
、前記レンズ集合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面に対する光の照射角度を２つ
以上の複数の角度から照射することで、該複数の角度のそれぞれの光の照射角度でのみ確
認出来る画像の情報を、同一の情報記録体にそれぞれ記録することを特徴とする情報記録
方法。
【請求項１０】
　前記レンズ集合体層の集光効果により集光した光によって、前記発色層を発色させる事
を特徴とする請求項1～８のいずれか１項に記載の情報記録体への情報記録方法であって
、前記レンズ集合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面に対する光の照射角度が、観
察点における観察者の両眼を想定した２つの角度から成り、それぞれの角度から光を照射
し、該それぞれの角度に対応する画像の情報を一対の視差画像情報として記録することで
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、観察者が両眼で該一対の視差画像情報を視認した際に視差を得られて、立体画像として
認知できるようにすることを特徴とした情報記録方法。
【請求項１１】
　情報記録体への情報記録方法であって、前記一対の視差画像情報を、前記光の照射角度
に対応して、情報記録体にそれぞれ記録することにより、該一対の視差画像情報を同一の
情報記録体に複数記録することを特徴とする請求項１０に記載の情報記録方法。
【請求項１２】
　前記光が、レーザー光であることを特徴とする請求項９～１１のいずれか１項に記載の
情報記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報記録体及びそれを用いた情報記録方法に関し、特に、レーザー光などの
光を照射することにより該情報記録体を改質して文字、数字、絵柄、バイオメトリックス
情報等の立体画像情報を含む情報の記録が可能である情報記録体とそれを用いた立体画像
情報等の情報記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カードやパスポート等に直接、個人の個別情報を打ち込むレーザーエングレービ
ング技術が注目されている。レーザーエングレービング技術は、個別情報の改ざんや変造
の防止という点で、安全性を高め、耐久性を向上させることができ、さらに頑健性の高い
社会システムの構築において有効な技術である。
【０００３】
　レーザーエングレービング技術は、カードなどの素材そのものの特性を変化させること
によって、素材の内部に直接情報を刻み込む技術である。これは、カードの内部の層に刻
印したり、カードの内部に黒色層を発現させて印字したりする為、刻み込まれた情報の、
シンナー等の有機溶剤や薬品に対する耐久性が高くなり、さらに、偽造・改ざんを困難に
することができる。
【０００４】
　情報としては、文字、数字、絵柄や、指紋、顔、血管等の画像情報などのバイオメトリ
ックス情報などがあり、それらによって、個人を識別する個別情報とすることができる。
【０００５】
　さらに、レーザーエングレービング技術を施したカード等に様々なＩＣチップを埋め込
み、情報システムと連携させることで、高度なセキュリティシステムの実現が可能となる
（特許文献１）。
【０００６】
　レーザーエングレービング技術の一つとして、レーザーを利用した個別情報の記録方法
としては、例えば背後に反射層を有する回折素子の構造を持つ層に対して、レーザー光を
選択的に照射して反射層を破壊することにより個別情報を追記する方法が知られている（
特許文献２）。
【０００７】
　また別のレーザーエングレービング技術の例として、体積ホログラムのホログラム記録
層以外の層にレーザー光を照射することによって、その層を物理的あるいは化学的に改質
して個別情報を追加記録する方法などが知られている（特許文献３，特許文献４、特許文
献５）。
【０００８】
　これらのように、これまでのレーザーエングレービング技術では、通常、レーザー等の
光加工技術により、カード等の表面層やカード基材内部を改質させて個別情報を書き込ん
でいる為、耐久性、耐改竄性に優れており、さらに情報を追記可能であることから、一般
的に利用されているが、画像情報の質という点では、これらは全て２次元でかつ単一の画
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像情報の記録であった。
【０００９】
　このような従来の２次元でかつ単一の画像情報が記録された情報記録体を用いた情報の
表示品質は、見た目においては、溶融リボンによる溶融文字印字情報や昇華転写方式やイ
ンクジェット方式での印画像とほぼ同等の表示品質であった。
【００１０】
　すなわち、３次元の立体画像として認知されるような、より実際に近く、情報量の多い
画像情報や、２次元の複数の画像情報等のより多くの画像情報を、情報記録体に、目視に
て一瞥で確認出来る様に記録する事はできなかった。
【００１１】
　前記のような情報量の多い画像情報は、前記の指紋、顔、血管等の画像情報などのバイ
オメトリックス情報等として個別情報を記録するのに用いることができるため、より高度
なセキュリティー関連用途への適用が可能となるが、提供されていなかった。
【００１２】
　また、これまでのレリーフ回折素子の機能をもつレリーフ回折構造体や、体積ホログラ
ム等を利用したセキュリティ用の情報記録体などにおいて個別情報を記録する場合は、個
別情報を記録するスペースが限られており、より詳細な個別情報や、より多くの個別情報
を、目視にて一瞥で確認出来る様に記録する事は不可能であった。
【００１３】
　一方、複数の画像情報の記録方法としては、例えば、レンチキュラーレンズの拡大効果
を用いるとともに、観察角度を変えることによる焦点移動を考慮した印刷パターンを、レ
ンズの焦点距離付近に位置精度良くレンズピッチで印刷することで、複数の画像情報や立
体画像情報を記録する方法が知られている。（特許文献６参照）
　特に、レンチキュラーレンズの焦点側の平面に対してインクジェット印刷方式によって
直接印刷する方法を用いると、要求があり次第すぐに立体画像を提示することが出来るい
わゆるオンデマンドでの記録への対応が可能となる。
【００１４】
　しかし、前記の様な方法では、レンチキュラーレンズの材料であるレンチキュラーシー
トへのレンズの印刷パターンの位置精度とピッチ精度の向上が課題となる。特に写真など
の高解像度の画像情報を記録する為には、μｍ単位での位置精度が要求される。しかしな
がら、この実現は技術上困難であり、ずれを生じることが多く、その結果、製品の製造の
收率が低くなり、生産性が非常に低いという問題があった。
【００１５】
　このようなレンズの印刷パターンの課題に対し、レンチキュラーレンズと感光フィルム
を組み合わせ、レンチキュラーレンズ側から走査露光する事により解決する方法が知られ
ている（例えば特許文献７）。該公開情報では、感光フィルムの詳細についての説明がさ
れていないが、一般的に、感光フィルムを使用した場合は、露光後に、現像・定着・焼き
付け等のそれぞれの処理を行う必要があり、煩雑な工程や専用の設備を必要とする事から
、顔写真等の画像情報を、要求あり次第にすぐに記録を行い表示するオンデマンドでの記
録の用途には不向きであるといえる。
【特許文献１】特開２００６－１０３２２１号公報
【特許文献２】特開２０００－４７５５６号公報
【特許文献３】特開２００２－３２７２４号公報
【特許文献４】特開２００７－３０４３７７号公報
【特許文献５】特開２００７－１０５７３２号公報
【特許文献６】特開２００８－１５０４８号公報
【特許文献７】特開平８－２２０４７７号公報
【特許文献８】特開平３－１９８００３号公報
【特許文献９】特開２０００－７５１０６号公報
【特許文献１０】特開２０００－１３１５０５号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明は、以上の事情を鑑みてなされたものであり、目視で観察が可能で、視る角度に
よって異なる複数の画像情報や、立体画像として認知できるような画像情報や、文字、数
字、絵柄などの情報を簡便に記録することができる情報記録体を提供することを課題とし
ている。
【００１７】
　また、本発明は、観察者が情報記録体を目視する際に、見る角度を変えることによって
異なる画像を視認できるような画像情報や、文字、数字、絵柄などの情報を、情報記録体
に記録する情報記録方法を提供することを、課題としている。
【００１８】
　また、本発明は、観察者が情報記録体を目視する際に、立体画像として認知できるよう
な画像情報や、文字、数字、絵柄などの情報を、情報記録体に記録する情報記録方法を提
供することを、課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　本発明は、係る課題を解決するものであり、上記課題を解決するための請求項１に記載
の発明は、少なくとも、特定の強度以上の光の照射で、発色するか、または色が変化する
発色層と、レンズ集合体層とを有する情報記録体であって、該レンズ集合体層が、集光作
用を有するレンズ機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないように配置して成
り、さらに、前記発色層を、前記レンズ集合体層に対して入射した光の集光される側に配
置して成ることを特徴とする情報記録体である。
【００２０】
　請求項２に記載の発明は、情報記録体であって、前記レンズ集合体層のレンズ焦点位置
が、前記発色層の位置となるようにするための焦点距離調整層を有し、該焦点距離調整層
が、前記発色層と前記レンズ集合体層との間に配置されることを特徴とする請求項１に記
載の情報記録体である。
【００２１】
　請求項３に記載の発明は、情報記録体であって、前記レンズ集合体層および焦点距離調
整層の少なくともいずれか一方が任意のパターン状に部分的に配置されていることを特徴
とする請求項1または２に記載の情報記録体である。
【００２２】
　請求項４に記載の発明は、情報記録体であって、少なくともレンズ集合体層が配置され
、次に焦点距離調整層が配置され、次に発色層が配置され、該焦点距離調整層と該発色層
の少なくも一部に、レリーフ型回折素子の機能を有するレリーフ型回折構造部が形成され
、さらに該発色層の該レリーフ型回折構造部が形成された部分を含む面の少なくとも一部
に反射層が配置される事を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の情報記録体で
ある。
【００２３】
　請求項５に記載の発明は、情報記録体であって、少なくともレンズ集合体層が配置され
、さらに少なくとも発色層が配置され、次に、レリーフ型回折素子の機能を有するレリー
フ型回折構造層が配置され、該レリーフ型回折構造層の配置された面の少なくも一部分に
反射層が配置される事を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の情報記録体であ
る。
【００２４】
　請求項６に記載の発明は、情報記録体であって、前記レンズ集合体層の光の照射される
側の反対側の面の下に配置されるいずれかの層として体積ホログラム層が配置されている
事を特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の情報記録体である。
【００２５】
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　請求項７に記載の発明は、前記発色層において、前記光が照射される前の前記発色層の
光の透過率が５０%以上であり、該光の波長が３６０nmから８３０nmの範囲であることを
特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の情報記録体である。
【００２６】
　請求項８に記載の発明は、請求項１に記載の光がレーザー光であることを特徴とする請
求項１～７に記載の情報記録体である。
【００２７】
　請求項９に記載の発明は、前記レンズ集合体層の集光効果により集光した光によって、
前記発色層を発色させる事を特徴とする請求項1～８のいずれか１項に記載の情報記録体
への情報記録方法であって、前記レンズ集合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面に
対する光の照射角度を２つ以上の複数の角度から照射することで、該複数の角度のそれぞ
れの光の照射角度でのみ確認出来る画像の情報を、同一の情報記録体にそれぞれ記録する
ことを特徴とする情報記録方法である。
【００２８】
　請求項１０に記載の発明は、前記レンズ集合体層の集光効果により集光した光によって
、前記発色層を発色させる事を特徴とする請求項1～８のいずれか１項に記載の情報記録
体への情報記録方法であって、前記レンズ集合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面
に対する光の照射角度が、観察点における観察者の両眼を想定した２つの角度から成り、
それぞれの角度から光を照射し、該それぞれの角度に対応する画像の情報を一対の視差画
像情報として記録することで、観察者が両眼で該一対の視差画像情報を視認した際に視差
を得られて、立体画像として認知できるようにすることを特徴とした情報記録方法である
。
【００２９】
　請求項１１に記載の発明は、情報記録体への情報記録方法であって、前記一対の視差画
像情報を、前記光の照射角度に対応して、情報記録体にそれぞれ記録することにより、該
一対の視差画像情報を同一の情報記録体に複数記録することを特徴とする請求項１０に記
載の情報記録方法である。
【００３０】
　請求項１２に記載の発明は、前記光が、レーザー光であることを特徴とする請求項９～
１１のいずれか１項に記載の情報記録方法である。
【発明の効果】
【００３１】
　請求項１に記載の本発明により、情報記録体の基本構造が、レンズ機能をもつ単位セル
から成るレンズ集合体層と発色層との複層構造となっているため、この複層構造の該レン
ズ集合体層側からレーザーなどの光を照射すると、個々の単位セルのレンズを通過した光
が各々集光し、該発色層において、光の集光した部分のみを発色させる事ができる。これ
により、例えば、一つの画像に対応した照射パターンのレーザー光を特定の角度から照射
した場合、該照射パターンのレーザー光に照射された各々の単位セルのレンズにて集光が
生じ、それぞれの焦点部分において該発色層が発色し、前記一つの画像に対応した照射パ
ターンが発色パターンとして記録される。従って、観察者が該発色パターンを、レーザー
光を照射した際の照射角度からのみ観察することが可能となる情報記録体を提供できる。
【００３２】
　請求項２に記載の本発明により、情報記録体に、焦点距離調整層を設けることにより、
情報を記録する際に、レーザー光等の光の焦点距離を調整して、発色層に焦点を合わせる
ことができるため、単位セルのレンズ機能の部分の材料やレンズの設計の許容範囲をより
広げることができる情報記録体を提供できる。
【００３３】
　請求項３に記載の本発明により、情報記録体において、前記レンズ集合体層および焦点
距離調整層の少なくともいずれか一方が任意のパターン状に部分的に配置されていること
により、該任意のパターンの範囲に限定した情報の記録が可能となる情報記録体を提供で
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きる。
【００３４】
　請求項４に記載の本発明により、情報記録体において、少なくともレンズ集合体層が配
置され、次に焦点距離調整層が配置され、次に発色層が配置され、該焦点距離調整層と該
発色層の少なくも一部に、レリーフ型回折素子の機能を有するレリーフ型回折構造部が形
成され、さらに該発色層の該レリーフ型回折構造部が形成された部分を含む面の少なくと
も一部に反射層が配置されることにより、たとえば、レリーフ型回折構造部に回折現象を
利用したレリーフ型回折レンズの機能を持たせることが可能となり、反射層の機能と組み
合わせることによって、観察者が情報記録体と特定の距離でのみ画像を観察できるような
情報記録体を提供できる。
【００３５】
　請求項５に記載の本発明により、情報記録体において、少なくともレンズ集合体層が配
置され、さらに少なくとも発色層が配置され、次に、レリーフ型回折素子の機能を有する
レリーフ型回折構造層が配置され、該レリーフ型回折構造層の配置された面の少なくも一
部分に反射層が配置されることにより、たとえば、レリーフ型回折構造部に回折現象を利
用したレリーフ型回折レンズの機能を持たせることが可能となり、反射層の機能と組み合
わせることによって、観察者が情報記録体と特定の距離でのみ画像を観察できるような情
報記録体を提供できる。
【００３６】
　請求項６に記載の本発明により、情報記録体において、前記レンズ集合体層の光の照射
される側の反対側の面の下に配置されるいずれかの層として体積ホログラム層が配置され
ていることにより、別途、体積ホログラム層に記録されているホログラム情報と発色層の
情報とを合成した情報を、観察者が、観察することができるため、ホログラム情報により
、セキュリティー機能を高めることが可能な情報記録体を提供できる。
【００３７】
　請求項７に記載の本発明により、情報記録体の前記発色層において、前記光が照射され
る前の前記発色層の光の透過率が５０%以上であり、該光の波長が３６０nmから８３０nm
の範囲であることにより、観察者が、情報記録体を可視光領域にて観察する際に、発色層
の向こう側に設定された背景情報を発色層を透過して観察することができ、また、該背景
情報と発色層の情報とを組み合わせて観察することができる情報記録体を提供できる。
【００３８】
　請求項９に記載の本発明により、情報記録体への情報記録方法において、前記レンズ集
合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面に対する光の照射角度を２つ以上の複数の角
度から照射することで、該複数の角度のそれぞれの光の照射角度でのみ確認出来る画像の
情報を、同一の情報記録体に情報記録体にそれぞれ記録することのできる情報記録方法を
提供できる。
【００３９】
　請求項１０に記載の本発明により、情報記録体への情報記録方法において、前記レンズ
集合体層の各単位セルの頂点から成る仮想平面に対する光の照射角度が、観察点における
観察者の両眼を想定した２つの角度から成り、それぞれの角度から光を照射し、該それぞ
れの角度に対応する画像の情報を一対の視差画像情報として記録することで、観察者が両
眼で該一対の視差画像情報を視認した際に視差を得られて、立体画像として認知できるよ
うにすることが可能となる情報記録方法を提供できる。
【００４０】
　請求項１１に記載の本発明により、情報記録体への情報記録方法において、前記一対の
視差画像情報を、前記光の照射角度に対応して、情報記録体に、それぞれ記録することに
より、該一対の視差画像情報を同一の情報記録体に複数記録することが可能となる情報記
録方法を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４１】
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　以下に、本発明の実施形態を、図面を参照して詳細に説明するが、本発明はこれに限定
されるものではない。また、光としてレーザー光を用いた場合について説明するが、本発
明はこれに限定されるものではない。
【００４２】
　図１は、本発明に係る情報記録体の第１の実施の形態例を断面で示した説明図である。
情報記録体１１は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層３とを備えた構
成であり、該発色層３はレンズ集合体層２に対して入射した光が集光される側に配置され
ている。
　図２は、本発明に係る情報記録体の第２の実施の形態例を断面で示した説明図である。
情報記録体１２は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層３との層間に焦
点距離調整層４を備えた構成である。焦点距離調整層４は、レンズ集合体層２のレンズ焦
点位置が前記発色層３付近となる様に距離を調整する為のスペーサーの役割を果たす。
【００４３】
　図３は、本発明に係る情報記録体の第３の実施の形態例を断面で示した説明図である。
ここでは、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないように配置
し、かつ任意のパターンに形成して成るレンズ集合体層２を使用した場合の例を示す。
情報記録体１３は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層３との層間に焦
点距離調整層４を備えた構成である。焦点距離調整層４は、レンズ集合体層２のレンズ焦
点位置が議発色層３付近となる様に距離を調整する為のスペーサーの役割を果たす。
【００４４】
　図４は、本発明に係る情報記録体の第４の実施の形態例を断面で示した説明図である。
情報記録体１４は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層であって回折構
造を形成している回折構造発色層３１、焦点距離調整層４、回折構造に近接して設けられ
た反射層５を備えた構成である。
【００４５】
　図５は、本発明に係る情報記録体の第５の実施の形態例を断面で示した説明図である。
情報記録体１５は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層３と、レリーフ
型回折構造層６と、反射層５とを備えた構成である。
【００４６】
　図６は、本発明に係る情報記録体の第６の実施の形態例を断面で示した説明図である。
情報記録体１６は、平凸レンズの機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙がないよ
うに配置して成るレンズ集合体層２とレーザー光の照射で発色する発色層３と、体積ホロ
グラム層７とを備えた構成である。
【００４７】
　図７は、本発明に係わる情報記録体への記録方法の例を断面で示した説明図である。こ
こでは、図２で説明した情報記録体１２を例として説明する。
【００４８】
　レンズ集合体２に対して垂直に照射されたレーザー光８１は、レンズ集合体２を構成す
る各々の単位セルによって集光し、発色層３における単位セルのレンズの焦点部分を発色
させ、発色した部分３０１を生じさせる。これにより、垂直方向から確認可能な１番目の
画像の情報を記録することができる。
【００４９】
　図８は、本発明に係わる情報記録体への記録方法の、図７に続く次の例を断面で示した
説明図である。ここでは、図２で説明した情報記録体１２を例として説明する。
【００５０】
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　レンズ集合体２の垂線に対して任意の角度８０２の方向から照射されたレーザー光８２
は、レンズ集合体２を構成する各々の単位セルのレンズによって集光し、発色層３におけ
る該単位セルの焦点部分を発色させ、発色した部分３０２を生じさせる。これにより、垂
線に対して任意の角度８０２の方向からのみ確認可能な２番目の画像の情報を記録するこ
とができる。ここで示すように、図７の説明図にて示した発色した部分３０１とは区別す
ることができる。
【００５１】
　図９は、本発明に係わる情報記録体へ記録された情報を観察する例を断面で示した説明
図である。
【００５２】
　ここで、図７と図８において説明した方法で２つの画像情報が記録された情報記録体１
２は、レンズ集合体２に対して垂直な方向９０１から観察すると、単位セルのレンズの焦
点部分で発色層３の発色した部分３０１のみが該単位セルのレンズによって拡大され、該
発色した部分３０１の組み合わせた情報から１番目の画像として観察することができる。
【００５３】
　図１０は、本発明に係わる情報記録体へ記録された情報を観察する他の例を断面で示し
た説明図である。
【００５４】
　ここで、図１０のように、レンズ平面の垂線に対して任意の角度８０２の方向における
観察点９０２から観察すると、単位セルのレンズの焦点部分で発色層３の発色した部分３
０２のみが単位セルによって拡大され、該部分３０２の組み合わせた情報から２番目の画
像として観察することができる。
【００５５】
　このとき、前記図７と図8の例における、レーザー光８１、及びレーザー光８２をそれ
ぞれ異なる画像に対応する照射パターンで照射することにより、角度によって異なる２つ
の画像を出現させることが可能である。
【００５６】
　図１１は、本発明に係わる情報記録体への視差情報の記録方法の例を断面で示した説明
図である。ここでは、図２で説明した情報記録体１２を例として説明する。
【００５７】
　観察者に視差をあたえることのできる右視画像情報と左視画像情報の対となる画像情報
において該右視画像情報のパターンを照射するレーザー光８３によって発色し記録される
右視情報記録部分３０３と、該左視画像情報のパターンを照射するレーザー光８４によっ
て発色し記録される左視情報記録部分３０４とを作成することで、それらの対からなる画
像情報を記録する事ができる。これを一対の視差画像情報として記録することで、観察者
が両眼で該一対の視差画像情報を視認した際に視差を得られて、立体画像として認知でき
るようにすることができる。
【００５８】
　なお、この場合のレーザー光８３、及び８４は、画像情報の再生状況によっては、拡散
するレーザー光とする事も可能であり、この様な記録により歪みや欠落部のない立体感の
有る再生像を得ることも可能である。
【００５９】
　図１２は、本発明に係わる情報記録体へ記録された一対の視差画像情報を観察する例を
断面で示した説明図である。
右目９０３は、レンズにより拡大された右視情報記録部分３０３を視認し、左目９０４は
、レンズにより拡大された左視情報記録部分３０４を視認することとなる。この為、観察
者は、左右の画像情報をそれぞれの目にのみ視認させることができ、視差を得ることがで
きる。これにより観察者は、立体画像として認知することが可能となる。
【００６０】
　以下に、本発明の偽造防止構造体、偽造防止枚葉体を構成する各部材についてより詳細
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に説明する。ただし、本発明は、これらに限定されるものではない。
【００６１】
　〔発色層〕
発色層は、レーザー光によりマーキングが可能となるものであれば良く、無機系、金属系
、有機色素系、高分子材料等の制限は特に無く、レーザーエングレービングに用いられる
材料系や追記型光記録媒体に用いられるような公知の材料系はすべて使用可能である。
また、これら前記の材料のフィルム形成体を使用することや、溶媒中に溶解、又は分散さ
せてウェットコーティングしたり、真空蒸着やスパッタ等のドライコーティングをして得
られる塗膜を使用することが可能である。
材料の特性としては、特定の強度以上の光によって発色が開始されるような閾値特性を有
することが望ましい。
【００６２】
　例えば、IDカード用のレーザーエングレービング材料として一般的に使用されているポ
リカーボネート樹脂、又はポリエステル樹脂を主体とした材料等は、レーザーパルスエネ
ルギーの吸収により特定の温度以上の高温での炭化等が起こり、情報が記録されるものが
多く、この様な材料のフィルム形状物を用いる事や、又はこれらの前記の材料を溶媒に溶
解した樹脂塗液を塗工して得られる塗膜を発色層として使用する事も可能である。
【００６３】
　また、特許文献１における「黒色発色層」や「カラー発色層」に使用される発色構成物
の類も使用可能であり、特に光吸収材料を樹脂に添加、又は樹脂骨格に結合させる方法や
、熱感応性マイクロカプセルを使用する方法は低エネルギーで発色させる為には効果的な
手法である。
【００６４】
　更に別の例としては特許文献５における「レーザーマーキング可能な化合物」と「フォ
トポリマー」による発色構成物の類も例として挙げられ、特に閾値の制御のために、レー
ザー光照射により改質を促進される化合物を添加したり、又は該化合物を樹脂骨格に結合
させる方法については、低エネルギーで発色させる為には効果的な手法である。
【００６５】
　また、レンズ集合体層により集光されたレーザーの照射により改質されるプラスチック
材料、あるいは改質を促進される無機材料及び／又は有機材料を含有するプラスチック材
料、あるいは照射されたレーザーを吸収し発熱する無機材料及び／又は有機材料を含有す
るプラスチック材料としては、特許文献５に記載の材料を用いることが例として挙げられ
る。
【００６６】
　なお、レーザー照射前の前記発色層の可視光領域の光透過率が５０%以上である場合に
は、観察者は、観察者に対して発色層よりも奥側にある、印刷された画像や、レリーフ型
回折構造による画像、又は体積型ホログラム等による画像の色つきの情報を確認すること
ができる。
【００６７】
　〔レンズ集合体層〕
レンズ集合体層は、集光要素を持つレンズ機能をもつ単位セルを平面状に隣り合って間隙
がないように配置させた構造になっており、代表的な例としては、蝿の目レンズ、マイク
ロレンズアレイなどが挙げられるが、この限りでない。
【００６８】
　例えば、凸レンズ、平凸レンズ、両凸レンズ、メニスカス凸レンズ、凸シリンドリカル
レンズ、レンチキュラーレンズ、フレネルレンズ、回折レンズ、球体レンズ、または前記
レンズを複数組み合わせた複合レンズから成る一つ以上の単位セルを平面状に隣り合って
間隙がないように配置させたレンズ集合体や、前記レンズ集合体と同一の表面形状を有し
、集光作用を有する連続的な膜も使用可能である。
【００６９】
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　さらに、レンズ集合体層は、表面形状が平坦であっても、材料の屈折率を連続的にかつ
周期的に変化させることにより、単位セルの機能を果たすレンズの機能を発現させ、これ
らから成る複数のレンズの組み合わせとしてもよい。
【００７０】
　前記レンズ集合体層の材料としては有機材料、無機材料、有機無機複合材料などの中か
ら、集光特性、透明性、耐熱性、耐薬品性、耐摩耗性などを考慮し、用途に見合った材料
を適宜選択すればよい。
【００７１】
　また、前記レンズ集合体を構成する単位セル部分は同一の形状であり、周期的に稠密で
平面状に集積されている事が好ましい。異なる形状の単位セルを集合させた形状の場合で
も記録が可能だが、個々の単位セルの焦点距離が異なることに起因した部分的な記録抜け
が生じる可能性がある。また、単位セルの周期性が無い、又は稠密に充填されていない場
合、単位セルの無い部分では記録された画像情報が再生されないことから、再生像が部分
的に欠落した像になってしまう。
【００７２】
　特に、レーザー光を透過集光させる特性が必要である事から、使用するレーザ光の照射
量、照射周波数に相応した耐熱性が必要となる。耐熱性のないレンズ集合体を使用した場
合には、情報記録時の照射後に個々の単位セルが変形、又は変質してしまい、記録した画
像情報を正確に再生する事ができなくなる。
【００７３】
　なお、レンズ集合体層において単位セルを任意のパターン状の領域で平面状に集積させ
ることや、異なる集光作用の複数のレンズ集合体層を、それぞれのパターン状領域で設け
ることも可能であり、これにより、特定の部分のみにレーザー光により書き込み可能な情
報記録体を得ることができる。
【００７４】
　上記のレンズ集合体層を形成する方法は、公知の方法によって形成することができ、例
えば、ドライエッチング法又はウェットエッチング法を適用する、または特許文献８に開
示されるように、レンズに対応する球面が形成された原盤に樹脂を滴下し、この樹脂を固
化させて剥離することで、マイクロレンズアレイを製造する方法や、特許文献９に開示さ
れるような表面張力を利用したマイクロレンズアレイの製造方法や、特許文献１０に開示
されるような両面に複数のレンズ面が形成されたマイクロレンズアレイの製造方法は公知
であり、これらの製造方法によって形成することも可能であるが、これに限定されず公知
の方法で製造可能である。
なお、これら公知の製造方法により、レンズ集合体層を、発色層上、又は焦点距離層上に
直接形成しても良い。
【００７５】
　〔焦点距離調整層〕
焦点距離調整層は、レンズ集合体層と発色層の間に設置され、レーザー集合体層を構成す
る個々のレンズ焦点が、発色層の表面、又は内部に位置するように、層間距離を調整する
機能が有る。
【００７６】
　レンズ集合体層に対する様々なレーザーの入射角における焦点位置が、発色層表面、又
は内部となるような厚み、形状とすることで、観察角度による再生像の歪みやボケ（滲み
）を抑えることも可能である。
【００７７】
　使用される材料は、有機材料、無機材料、有機無機複合材料の何れでも良く、制限はな
い。
また、焦点距離調整層を形成する方法としては、真空蒸着法、スパッタリング法、ＣＶＤ
法、ウェットコーティング、熱エンボス法など公知の方法によって設けることが可能であ
る。
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また、レンズ集合体層によって集光されたレーザー光を透過させる特性が必要である事か
ら、使用するレーザー光、パルスレーザー光の照射量、照射周波数、レンズ集合体層の集
光作用に相応した耐熱性が必要となる。特に発色層との界面にて集光する為、界面での耐
熱性が重要となる。この場合、発色層が発色する為に必要なレーザーの照射量に相応する
耐熱性が必要と考えられる。耐熱性のないレンズ集合体を使用した場合には、情報記録時
の照射後にレンズが変形、又は変質してしまい、記録した画像情報を正確に再生する事が
できなくなる。
【００７８】
　〔回折構造発色層〕
回折構造発色層は、発色層自体がレリーフ型回折構造を形成していることが特徴であり、
前記回折構造は近接した反射層によって、観察角度による鮮やかな色変換機能を有する。
【００７９】
　この様な発色層を設けた情報記録体は、画像情報の非記録部分（非発色部分）では、レ
リーフ型回折構造による鮮やかな色変換機能を得ることができ、記録部分（発色部分）で
は個別情報を立体画像や複数像として確認することができる、セキュリティ性の高い情報
記録体となる。
【００８０】
　また、回折構造発色層の成型方法としては、熱エンボス法、フォトポリマー法、又は前
記の複合方法等による公知の方法で成形すれば良く、例えばウェットコーティング法によ
り発色層の塗膜を得た後に、加熱した塗膜に回折構造の金型を押し当てて形状を転写する
熱エンボス方式により形成することが可能である。
【００８１】
　〔レリーフ型回折構造層〕
レリーフ型回折構造層は、例えば特許文献２に記載の公知の技術により成形する事ができ
る。
【００８２】
　使用する材料の例としては、ポリ塩化ビニル、アクリル樹脂（例、ＰＭＭＡ）、ポリス
チレン、ポリカーボネートなどの熱可塑性樹脂、不飽和ポリエステル、メラミン、エポキ
シ、ポリエステル（メタ）アクリレート、ウレタン（メタ）アクリレート、エポキシ（メ
タ）アクリレート、ポリエーテル（メタ）アクリレート、ポリオール（メタ）アクリレー
ト、メラミン（メタ）アクリレート、トリアジン系アクリレートなどの熱硬化性樹脂をそ
れぞれ単独、或いは上記熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂とを混合して使用することができ、
更には、ラジカル重合性不飽和基を有する熱成形性物質、或いは、これらにラジカル重合
性不飽和単量体を加え電離放射線硬化性としたものなどを使用することができる。このほ
か、銀塩、重クロム酸ゼラチン、サーモプラスチック、ジアゾ系感光材料、フォトレジス
ト、強誘電体、フォトクロミックス材料、サーモクロミックス材料、カルコゲンガラスな
どの感光材料なども使用できる。
【００８３】
　前記の材料を用いてレリーフ型回折構造を形成する方法は、公知の方法によって形成す
ることができ、例えば、回折格子やホログラムの干渉縞を表面凹凸のレリーフとして記録
する場合には、回折格子や干渉縞が凹凸の形で記録された原版をプレス型として用い、前
記支持体上に離型性樹脂層、保護層を順に積層した積層シートの保護層の上に、前記光回
折構造形成層用樹脂の塗布液をグラビアコート法、ロールコート法、バーコート法などの
手段で塗布して、塗膜を形成し、その上に前記原版を重ねて加熱ロールなどの適宜手段に
より、両者を加熱圧着することにより、原版の凹凸模様を複製することができる。また、
フォトポリマーを用いる場合は、前記積層シートの保護層上に、フォトポリマーを同様に
コーティングした後、前記原版を重ねてレーザー光を照射することにより複製することが
できる。
【００８４】
　このように、表面凹凸のレリーフとして回折格子やホログラムの干渉縞を光回折構造層
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の表面に記録する方法は、量産性があり、コストも低くできる点で特に好ましい。
【００８５】
　〔反射層〕
本発明の反射層は、回折構造体を覆うようにして設けられた光学薄膜からなり、回折構造
体により発生する回折光を反射させる事を特徴とする。この為、回折構造体よりも屈折率
が高い高屈折率材料を使用することによって光学効果を得ることもできる。この場合、両
層の屈折率の差は、０．２以上であることが好ましい。屈折率の差を０．２以上にするこ
とによって、回折構造体と反射層との界面で屈折および反射が起こり、回折構造体の構造
による光学効果を得ることができる。
【００８６】
　反射層の材料としては、Ａｌ、Ｓｎ、Ｃｒ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ａｕ、Ａｇなどの金属材料の
単体、またはこれらの化合物などが挙げられる。
【００８７】
　また、透明な反射層として使用できる高屈折率材料の例を以下に挙げる。以下に示す化
学式または化合物名の後に続くカッコ内の数値は屈折率ｎを示す。セラミックスとしては
、Ｓｂ2Ｏ3（３．０）、Ｆｅ2Ｏ3（２．７）、ＴｉＯ2（２．６）、ＣｄＳ（２．６）、
ＣｅＯ2（２．３）、ＺｎＳ（２．３）、ＰｂＣｌ2（２．３）、ＣｄＯ（２．２）、Ｓｂ

2Ｏ3（５）、ＷＯ3（５）、ＳｉＯ（５）、Ｓｉ2Ｏ3（２．５）、Ｉｎ2Ｏ3（２．０）、
ＰｂＯ（２．６）、Ｔａ2Ｏ3（２．４）、ＺｎＯ（２．１）、ＺｒＯ2（５）、ＭｇＯ（
１）、Ｓｉ2Ｏ2（１０）、ＭｇＦ2（４）、ＣｅＦ3（１）、ＣａＦ2（１．３～１．４）
、ＡｌＦ3（１）、Ａｌ2Ｏ3（１）、ＧａＯ（２）などが挙げられる。有機ポリマーとし
ては、ポリエチレン（１．５１）、ポリプロピレン（１．４９）、ポリテトラフルオロエ
チレン（１．３５）、ポリメチルメタクリレート（１．４９）、ポリスチレン（１．６０
）などが挙げられる。これらの材料は、屈折率、反射率、透過率などの光学特性や、耐候
性、層間密着性などに基づいて適宜選択され、薄膜の形態で形成される。形成方法として
は、膜厚、成膜速度、積層数、光学膜厚などの制御が可能な、真空蒸着法、スパッタリン
グ法、ＣＶＤ法など公知の方法を適宜使用することができるほか、これらの材料の微粒子
を各種溶媒に分散した高輝性インキを塗工する事も可能である。
【００８８】
　また、前記の金属、セラミックス、又は有機ポリマーの微細な粉末やゾルまたは金属ナ
ノ粒子などを有機高分子樹脂に分散して得られる高輝性光反射インキ、有機ポリマーや有
機ポリマーの微粒子を使用することもできる。この場合、回折構造体が溶剤により変質な
どの変化が生じないように注意が必要であるが、グラビア印刷法、フレキソ印刷法、スク
リーン印刷法など公知の印刷法により形成できる。これらのような印刷法により反射層を
設ける場合には、乾燥後の該反射層の膜厚が０．００１～１０μｍ程度になるように調整
すればよい。
【００８９】
　また、反射層又は透明な反射層は部分的に設けてもよい。この場合、パスタ加工、水洗
シーライト加工、レーザー加工などが例として挙げられるほか、例えば錫等を真空蒸着す
る事で微細な海島状の反射層を設ける事も可能である。
【００９０】
　前記透明な反射層の透過率は３６０nmから８３０nmの波長領域での透過率が２０％以上
であり、この範囲であれば、反射層の下に配置された情報、例えば顔写真、文字、パター
ン等の印刷情報が確認可能となる為である。
【００９１】
　なお、透明な反射層が配置された部分では、該反射層の下部に視認可能な情報を設ける
事が出来、必要な情報と偽造防止構造を積層する事が可能となる。これらの技術により、
例えば、IDカードやパスポート等で使用可能な、偽造防止用オーバーシート等に応用する
事が可能である。
【００９２】
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　〔体積ホログラム層〕
体積ホログラム層は、特許文献５に記載の公知の方法で形成すれば良い。例えば、体積ホ
ログラム用の感光性樹脂組成物を乾燥後膜厚１０μｍとなるように塗布して体積型ホログ
ラム形成用層を得た後、体積型ホログラム形成用層をミラー原版に密着させ、アルゴンイ
オンレーザー光（波長５１４．５ｎｍ）を乾燥塗膜の法線方向から３５°で入射し、入射
光と反射光を干渉させて体積型ホログラム（ホログラムミラー）を記録した後に、加熱、
紫外線定着露光により固定化された体積型ホログラムを得る事もできる。
【００９３】
　さらに、体積型ホログラム層、及びその近接する層の層間にバリア層を設けることもで
きる。本発明に使用する体積型ホログラム用樹脂組成物や剥離層ならびに感熱性接着剤層
の組み合わせによっては、経時的に体積型ホログラム層から他の層への低分子量成分の移
行が起こり、これに起因して記録されたホログラムのピーク波長が青側（短波長側）に移
行したり、剥離層等にこれが移行した場合にはその剥離性を変化させたりする場合がある
。上記のようなバリア層を設けることによって、これらの阻害要因を解消することができ
るのである。
【００９４】
　このようなバリア層として用いる材料としては、そのバリア性を発現する材料であれば
、特に制限はないが、通常、透明性有機樹脂材料を用いることによってその目的を達成す
ることができる。中でも、無溶剤系の３官能以上、好ましくは６官能以上の、紫外線や電
子線等の電離放射線に反応する電離放射線硬化性エポキシ変性アクリレート樹脂、ウレタ
ン変性アクリレート樹脂、アクリル変性ポリエステル樹脂等を用いることができる。特に
、その中でもウレタン変性アクリレート樹脂がそのバリア性の高さから好ましく用いられ
る。
【００９５】
　また、これらの電離放射線硬化性樹脂としては、そのコーティング適性、最終的に得ら
れるバリア層の硬度等を考慮すると、その分子量は５００～２０００の範囲のものが好ま
しく用いられる。また、バリア層のコーティングは基本的に無溶剤系であるため、体積型
ホログラム層、剥離層、感熱性接着剤層のどの層にも積層形成することができる。
【００９６】
　〔使用するレーザー〕
マーキングするレーザーの種類としては、ＣＯ2 レーザーに代表される遠赤外線レーザー
、Ｎｄ：ＹＡＧレーザー、Ｎｄ：ＹＶＯレーザーに代表される近赤外線パルスレーザー、
可視光のパルスレーザー、エキシマレーザー、Ｎｄ：ＹＡＧレーザー又はＮｄ：ＹＶＯレ
ーザーの第３高調波を用いた紫外線レーザー、半導体レーザー、フェムト秒レーザー、ピ
コ秒レーザー等があげられる。特に、Ｎｄ：ＹＡＧレーザー、Ｎｄ：ＹＶＯレーザーは、
高出力、高パルス安定性が利点としてあげられる。また、Ｎｄ：ＹＡＧレーザー又はＮｄ
：ＹＶＯレーザーの第３高調波を用いたレーザーは、高解像度、マーキング材料のＵＶ光
吸収性等が利点としてあげられる。また、フェムト秒レーザー、ピコ秒レーザー等の超短
パルスレーザーは、材料を高温状態にすることなく分子の結合を切ることができるため、
非熱での書き込みが可能となる。また、ＹＡＧもしくはダイオードレーザーは比較的小型
の装置で大きな熱エネルギーを発する装置とすることができ、オンデマンドでの情報記録
も実施可能である。
更には、綺麗な再生像を得る、立体画像を得る、又は焦点距離を調整する為に照射するレ
ーザーを集光させたり、拡散させたりする事も可能である。この様な場合は公知の集光素
子や光拡散素子を利用すればよい。
【００９７】
　〔情報記録体〕
本発明における情報記録体は、情報を記録する前、及び少なくとも一部の情報を記録した
後の両方の状態である、請求項１から８に記載の情報記録体である。
このため、例えば請求項６に記載の情報記録体の様な体積ホログラムと情報記録層とが複
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層となっている情報記録体の場合、個別情報がレーザーによって印刷されていない状態で
あっても本発明に該当する。この様な情報記録体を製造しておき、実際に使用する際に個
別情報などの情報を追記することでセキュリティ性が飛躍的に向上するほか、オンデマン
ドでの情報追記が可能となる。
【００９８】
　〔情報記録方法〕
本発明の情報記録方法は、レンズ集合体層側より照射されたレーザーが、レンズ集合体層
の各レンズによって集光し、この集光したレーザーによって発色層を発色、記録すること
を特徴としている。なお、照射するレーザーの方向を変えることで複数の画像情報などの
情報を記録することが可能である。
【００９９】
　本発明の情報記録方法では、集光していないレーザーでは発色層が発色せず、集光した
レーザーによって発色する様にレーザーの出力、スポット径、周波数、走査速度、レンズ
の集光作用、レンズ焦点距離を調整する事が好ましい。この様な情報記録方法であれば、
レンズを通らなかったレーザーによって、たとえば画像情報におけるコントラストが低下
してしまうことを防止出来る。また、発色層上にパターン状に設けたレンズ集合体層を有
する情報記録体であっても、レンズ部分でのみ記録することが可能となる。
【０１００】
　複数の画像情報の記録を応用した、立体画像の記録方法の例としては、立体物のある角
度における２次元像を該角度からのみ再生可能とすることで得られるステレオグラムが挙
げられる。この様なステレオグラムの原画は、立体物の任意の角度から撮影した複数の２
次元画像情報を用いれば良い。得られた複数の２次元画像情報の記録は、撮影した角度か
らレーザー照射することで完成する。この様に記録された情報記録体の再生像は、様々な
角度から見た場合でも立体感のある再生像となる。
【０１０１】
　また、別の例としては、左右の視差画像情報を、同一平面に記録し、左右の眼にそれぞ
れの左右視画像情報のみが再生されるように記録することで両眼視差による立体画像を再
生させるステレオグラムが挙げられる。この様なステレオグラムの原画は、右眼画像情報
と左眼画像情報とをそれぞれ撮影した２次元画像情報を用いれば良い。得られた２つの２
次元画像情報の記録は、撮影した角度（左右の眼の位置）からレーザー照射することで完
成する。この様に記録された情報記録体の再生像は、奥行きを感じる立体感のある再生像
となる。
前記の立体画像は、得られる再生像の例である。本発明の情報記録体は複数の画像情報を
記録できることを特徴とする情報記録方法であり、得られる再生像は複数の２次元画像情
報、２次元アニメーション（動画）、３次元画像情報であって良く、これらに限定されな
い。
【０１０２】
　以上、実施例を元に各部材の詳細な説明をしてきたが、意匠性を向上すべく各層を着色
することや、表裏面もしくは層間に印刷を施すことや、パターン状に設置した任意の層の
段差を目立たなくさせるオーバーコートを施す事など、使用の目的により適宜利用可能で
ある。また、各層の接着性を鑑み、各層間に接着層、接着アンカー層を設けることや、コ
ロナ放電処理・プラズマ処理・フレーム処理等の各種易接着処理を施すことも可能である
。
【０１０３】
　更には、回折構造体の回折光以外の光を除去する目的で、この偽造防止構造体（１）の
下に、黒色層（光吸収層）や着色層（特定波長吸収層）を全面、又は任意のパターンで設
置する、又は、回折構造体の回折光以外の光を正反射方向へ反射、散乱させる為の反射層
や散乱層を追加で設ける事も可能である。
【０１０４】
　また、各単位セルのレンズ機能に支障の無い範囲で、最表層に保護層をコーティングし
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たり、又は反射防止構造を設けても良い
　以下、具体的実施例を挙げて本発明を更に詳細に説明する。
【０１０５】
　＜実施例１＞
φ５．０ｍｍ半球を六方細密充填方式にて並べた金型を形成し、射出成型により溶融した
アクリル樹脂を射出し冷却することにより、φ５. ０ｍｍ半球の単位セルから成る六方細
密充填パターンに整列されたレンズ集合体層を作成した。得られたレンズ集合体層に下記
組成のドライラミネート用接着剤を４g／ｍ2（固形重量）塗布し、発色層であるレーザー
エングレービング用ポリエステルフィルム（TEIJIN-DUPON製MERINEX-LEO 100μｍ）とド
ライラミネートし、情報記録体を得た。
〔接着剤配合〕
タケラックA511(ポリオール　三井竹田ケミカル製)            １０部
タケラックA-50（ポリイソシアネート　三井竹田ケミカル製）　　１部
酢酸エチル／トルエン（重量比１／１）　　　　　　　　　　　　９部。
【０１０６】
　＜実施例２＞
φ０．５ｍｍ半球を六方細密充填方式にて並べた金型を形成し、フォトポリマー法によっ
て、
レーザーエングレービング用ポリエステルフィルム（TEIJIN-DUPON製MERINEX-LEO 100μ
ｍ）上に直接φ０．５ｍｍ半球の単位セルから成る六方細密充填パターンに整列されたレ
ンズ集合体層を作成し、情報記録体を得た。
【０１０７】
　＜実施例３＞
単位セルとして、φ０．１ｍｍ半球を六方細密充填方式にて並べた金型を使用したこと以
外は実施例２と同様の方法で情報記録体を得た。
【０１０８】
　＜実施例４＞
レーザーエングレービング用ポリエステルフィルム（TEIJIN-DUPON製MERINEX-LEO 100μ
ｍ）上に、単位セルとして、φ０．５ｍｍのガラスビーズを六方細密充填方式にて平面に
並べた後、ポリエステル系透明樹脂を塗布しガラスビーズを固定して情報記録体を得た。
【０１０９】
　＜実施例５＞
曲率半径５０ミクロンで、レンズ頂点位置から基体裏面までの１３０μｍのレンチキュラ
ーレンズシートの平面側に、レーザー発色インキ（東洋インキ製 Elbima-Z117）を１０g
／ｍ2（固形重量）塗布し、情報記録体を得た。
【０１１０】
　実施例１から５により得られたそれぞれの情報記録体に対し、レーザーマーカ（キーエ
ンス製ＹＡＧパルスレーザー）を使用して画像情報を記録した。画像情報の記録では、図
７に示すような垂直方向からのレーザー照射により着色層の変色した部分３０１を生じさ
せた。また、図８に示すように、垂線より３０°斜方からのレーザー照射により着色層の
変色した部分３０１を生じさせた。
【０１１１】
　前記のレーザー照射の条件は下記のようにした。
走査速度　：　５００mm／s
レーザーパワー　：　５％
線幅　：　０．２mm
線数　：　４本
　前記の方法によって記録された実施例１から５の情報記録体は、垂直方向から観察する
と図９にしめすような画像情報９１が確認できた。また、垂線より３０°斜方から観察す
ると図１０にしめすような画像情報９２が確認出来た。これにより、本発明の情報記録体
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を用いて、本発明の情報記録方法に基づく情報の記録を行い、その結果を観察することが
できた。
【図面の簡単な説明】
【０１１２】
【図１】本発明に係る情報記録体の第１の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図２】本発明に係る情報記録体の第２の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図３】本発明に係る情報記録体の第３の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図４】本発明に係る情報記録体の第４の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図５】本発明に係る情報記録体の第５の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図６】本発明に係る情報記録体の第６の実施の形態例を断面で示した説明図である。
【図７】本発明に係わる情報記録体への記録方法の例を断面で示した説明図である。
【図８】本発明に係わる情報記録体への記録方法の、図７に続く次の例を断面で示した説
明図である。
【図９】本発明に係わる情報記録体へ記録された情報を観察する例を断面で示した説明図
である。
【図１０】本発明に係わる情報記録体へ記録された情報を観察する他の例を断面で示した
説明図である。
【図１１】本発明に係わる情報記録体への視差情報の記録方法の例を断面で示した説明図
である。
【図１２】本発明に係わる情報記録体へ記録された一対の視差画像情報を観察する例を断
面で示した説明図である。
【符号の説明】
【０１１３】
１１・・・第１の情報記録体
１２・・・第２の情報記録体
１３・・・第３の情報記録体
１４・・・第４の情報記録体
１５・・・第５の情報記録体
１６・・・第６の情報記録体
２・・・レンズ集合体層
３・・・発色層
３１・・レリーフ型回折構造発色層
３０１・・・１番目の画像情報に対応する着色層の各単位セルのレンズの焦点で発色した
部分
３０２・・・２番目の画像情報に対応する着色層の各単位セルのレンズの焦点で発色した
部分
３０３・・・右視情報記録部分
３０４・・・左視情報記録部分
４・・・焦点距離調整層
５・・・反射層
６・・・レリーフ型回折構造層
７・・・体積ホログラム層
８１・・・垂直に照射されるレーザー光
８２・・・任意の角度８０２の方向から照射されるレーザー光
８３・・・右視画像情報のパターンを照射するレーザー光
８４・・・左視画像情報のパターンを照射するレーザー光
８０１・・・レンズ集合体に対して垂直な方向
８０２・・・レンズ平面の垂線に対して任意の角度
９１・・・１番目の画像情報
９２・・・２番目の画像情報
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９０１・・・レンズ平面の垂線の方向における観察点
９０２・・・レンズ平面の垂線に対して任意の角度８０２の方向における観察点
９０３・・・右目
９０４・・・左目

【図１】
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【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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【図９】
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【図１０】

【図１１】
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【図１２】
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